別記様式第３号－別紙２　畜産経営強化支援事業（購入方式）
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業：畜産経営強化支援事業）
申請内容
	取組主体名

（住所）


　　　　　　　　　　　　　　　　
１　取組主体等要件（該当する方に〇印を付けてください。）
	
	 畜産を営む者（認定農業者・新規就農者）

	
	 認定農業者・新規就農者に該当する２者以上で構成する集団

	
	地方公共団体（実施要領別添４の第３の施設整備を行う者）

	
	後継者不在経営体（実施要領別紙４の事業を行う者）

	
	 その他団体等（上記以外）


２　取組主体の状況（令和　　年　　月末時点）
（１）飼養状況                                                     
	   乳　牛  
	頭（　　　　）
	  採卵鶏   
	羽（　　　　）

	   肉用牛  
	頭（　　　　）
	ブロイラー 
	羽（　　　　）

	   肉　豚  
	頭（　　　　）
	
	


（注１）肉豚について一貫経営の場合は、肥育豚換算（母豚×10頭）頭数を記入してください。
（注２）預託されている飼養頭数（羽数）を（　）に内数として記入してください。
（注３）地方公共団体（別添４の第３の施設整備を行う者）の場合は、家畜排せつ物処理施設を利用する畜産農家の飼養頭羽数の合計を記入するとともに、（　）内に戸数を記入してください。
（２）飼料畑等
	   田   
	（　　　）ｈａ
	  草地  
	（　　　）ｈａ

	   畑   
	（　　　）ｈａ
	
	


（注）借地を（　）に内数として記入してください。
（３）堆肥の処理状況

	堆肥の年間処理量(取扱量)
	ｔ
	受益面積
	ｈａ


（注）地方公共団体（別添４の第３の施設整備を行う者）の場合は、家畜排せつ物処理施設を利用する畜産農家に係る堆肥の年間処理量及び堆肥の還元面積を記入してください。
３　畜産クラスター計画
（１）畜産クラスター協議会の名称
	


（２）畜産クラスター計画の都道府県知事への提出状況等
	計画申請した都道府県名（市町村名）

	（　　　　　　）


	申請年月日

	
	都道府県知事の
認定年月日
	


４　申請機械装置の概要等
　　別記様式第３号－別紙４のとおり。

５　申請機械装置の設置場所
	


６　簡易飼料保管庫等について
コンテナ、簡易飼料保管庫を希望する場合は次について記述してください。
（１）設置目的
	


（２）面積の算出根拠
	延床面積

	㎡

	算出根拠

	保管する飼料の種類／数量：
                   ／        ｔ


７  動産総合保険

	保険会社名
	保険の内容
	盗難保険の有無

	
	
	


８　添付書類
（１）申請する補助対象機械装置の一般競争入札の場合は入札結果を証する書面及び見積書（写し）、見積もり合わせの場合は三者以上の見積書（写し）
（２）申請する補助対象機械装置のカタログの原本又は販売業者により原本証明されたカタログの写し
（３）取組主体等が要領で規定する法人の場合、定款（写し）
（４）取組主体等が要領で規定する集団及び団体の場合、規約又は共同利用契約書（写し）
（５）都道府県知事の認定を受けた畜産クラスター計画及び認定を証する書面（写し）
（６）農業経営改善計画認定書又は青年等就農計画認定書（写し）
（７）農業環境規範に基づく点検シート（写し）
（８）知事特認に係る協議書及び認定を証する書面（写し）（知事特認の機械装置を申請する場合）
（９）農業協同組合又は農業協同組合連合会が、自ら家畜の飼養を行う場合、農業協同組合法第11条の51の規定に定める農業経営規程（写し）
（10）既存機械の下取りがある場合は見積書（写し）
 (11) 国産チーズ振興枠は、チーズ製造業者へチーズ原料乳を供給している場合にはチーズ製造業者との契約書（写し）等原料乳の供給予定数量が分かる資料、自らチーズ製造業としてチーズを製造している場合は食品衛生法に基づく乳製品製造業（品目：チーズ）の許可証（写し）及び製造品目・数量（予定）が分かる資料

（12）その他必要な書類
（注）（７）については、協議会において取組主体から提出があったものを確実に保管することをもって、添付を省略することができる。
【お願い】


「２ 取組主体の状況　（１）飼養状況」欄について、以下の頭数を内訳（内数）として欄外に記入してください


　


・乳牛（酪農）の場合：「搾乳牛頭数」


・肉用牛の場合：「繁殖雌牛頭数」


・肉豚（養豚）の場合：「母豚頭数」


　


※この注意書きは印刷前に削除してください








